
ます。毎月、都内各所で定期演奏会を主催し、毎回多くの愛好者に支持されています。

会員は日本舞踊公演や邦楽演奏会、各種プロデュース公演、大学講義への出講、全国各地の学校への

普及公演など幅広く活躍中。さらに義太夫節に関する資料の収集・保存にいたるまで、義太夫節のこれか

出演団体

スタッフ

■企画／構成 小野木豊昭（古典空間）

■舞台監督／舞台 Whoopee Connec*ons

■制作 (有) 古典空間

がっこうじゅんかいこうえん

「学校巡回公演」

全国の小学校・中学校等においてトップレベルの文化芸術団体による巡回公演を行うことを通じて、

将来を担うすべての子供たちの豊かな感性を育む場を作り、芸術鑑賞能力の向上を図るとともに、文化

的な地域格差の解消を促進することを目的としています。

ワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。

また、実演においては、子供たちが参加できる工夫を行います。

◼一般社団法人 義太夫協会

義太夫節の伝承、向上発展と普及を目的に設立され、義太夫節を志す若手から人間国宝までが所属してい
まいつき と ない かくしょ てい き えんそう かい しゅさい まいかい おお あい こう しゃ し じ

かい いん に ほん ぶ よう こうえん ほう がく えんそう かい かく しゅ こう えん だい がく こう ぎ しゅっこう ぜん こく かく ち がっこう

ふ きゅうこうえん はば ひろ かつやくちゅう ぎ だ ゆう ぶし かん しりょう しゅうしゅう ほ ぞん ぎ だ ゆう ぶし

がっ こう じゅん かい こう えん

令和７年度 学校巡回公演

語ってみよう！義太夫節！

らの展開にはなくてはならない存在です。とくに若手の太夫、三味線奏者たちの普及にかける情熱は各方
めん たか ひょうか

面から高く評価されています。

出演者

太夫 
⽵本 越京
⽵本 京之助
⽵本越⾥

三味線
鶴澤 三寿々
鶴澤 賀寿
鶴澤弥々

ぜんこく しょうがっこう ちゅうがっこうとう ぶん か げいじゅつだんたい じゅんかいこう えん おこな つう

しょうらい にな  こ ども ゆた かんせい はぐく ば つく げいじゅつかんしょうのうりょく こうじょう はか ぶんか

 こ ども じつ えん し どうまた かんしょう し どう おこな

てき ち いき かく さ かいしょう そくしん もくてき 

じつ えん こども さんか く ふう おこな

れい わ ねん ど

かた ぎ だ ゆう ぶし

舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）

独立行政法人 日本芸術文化振興会

しゅつ えん だん たい

しゅつ えん しゃ

いっ ぱん しゃ だん ほう じん ぎ だ ゆう きょう かい

ぎ だ ゆうぶし でんしょう こうじょうはってん ふきゅう もくてき せつりつ ぎ だ ゆう ぶし こころざ わか て にん げんこく ほう しょ ぞく

てんかい そんざい  わか て た ゆう しゃ み せんそう しゃ ふ きゅう じょうねつ かく ほう

棹も太く大型の三味線で、力強い低音から優しい

音色まで幅広い表現が特徴の楽器です。

語り手の太夫が使う「床本」（義太夫節の台本）

を置く台で、とても丈夫に作られています。

道具紹介

⾒台 
義太夫節で使う

三味線

た ゆう しゃ み せん

たけもと こしきょう

たけもと きょうの すけ

たけもと こし さと

つる ざわ さん す ず

つる ざわ か ず

つる ざわ や や

どう ぐ しょう かい

けん だい

ぎ だ ゆうぶし つか

しゃ み せん

かた て た ゆう つか ゆかほん ぎ だ ゆうぶし だいほん

お だい じょうぶ つく

さお ふと おおがた しゃ み せん ちからづよ ていおん やさ

ね いろ はばひろ ひょうげん とくちょう がっき

き かく こう せい お の ぎ とよ あき こ てん くう かん 

ぶ たい かん とく ぶ たい ウーピー コネクション 

せい さく ゆう こ てん くう かん 

（邦楽）
ほう がく
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す が わ ら で ん じ ゅ て な ら い か が み
くるま びき だん

①②③④⑤⑥

歴
史
上
の
⼈
物
や
世
の
中
の
で
き
事
︑男
⼥
の
恋
愛
の
お
話
し
な
ど
︑⼈
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

﹁
物
語
﹂を
︑三
味
線
の
演
奏
に
の
せ
て﹁
語
る
﹂芸
能
・・・
そ
れ
を﹁
浄
瑠
璃
﹂と
⾔
い
ま
す
︒

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
︑ス
マ
ホ
の
な
か
`
た
時
代
の
⼈
々
の
︑娯
楽
や
情
報
源
と
し
て
⼤
き
な

⼈
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
︒

浄
瑠
璃
に
は
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
︑
何
と
⾔
`
て
も
浄
瑠
璃
を
代
表
す
る
の
が

﹁
義
太
夫
節
﹂
と
⾔
え
ま
し
~
う
︒

江
⼾
時
代
︵
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
の
こ
ろ
︶
⼤
坂
の
⽵
本
義
太
夫
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い
う
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げ
た

浄
瑠
璃
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⼈
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と
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て
﹁
義
太
夫
節
﹂
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な
り
ま
し
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︒

﹁
太
夫
﹂
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い
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れ
る
語
り
⼿
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︑
⼀
⾒
⼤
げ
さ
に
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思
え
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ダ
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ミ
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な
表
現
で
︑

⽼
若
男
⼥…

殿
様
︑
⼦
供
︑
悪
者
な
ど
︑
⼀
⼈
で
何
⼈
も
の
登
場
⼈
物
を
語
り
分
け

場
⾯
や
情
景
を
描
き
出
し
ま
す
︒

義
太
夫
節
で
は
︑
﹁
太
棹
﹂
と
い
わ
れ
る
⼤
型
の
三
味
線
を
使
い
ま
す
︒

⼒
強
い
低
⾳
か
ら
優
し
く
哀
愁
に
満
ち
た
⾳
⾊
ま
で
︑
場
⾯
に
応
じ
た
様
々
な
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と
奏
法
で

太
夫
と
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体
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⼈
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線
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⼈
で
演
奏
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場
⼈
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演
奏
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る
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も
あ
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ま
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︒
こ
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と
⾔
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︒
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璃
っ
て
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太
夫
節
っ
て
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れ
き

し
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う
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つ
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な
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ご
と

だ
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れ
ん
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は
な

に
ん

げ
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※

江
⼾
時
代
は﹁
⼤
坂
﹂

現
在
で
は
﹁
⼤
阪
﹂
と

書
き
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す
︒

三
ツ
⼦
の
兄
弟
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中
の

梅
王
丸
と
桜
丸
が

道
で
偶
然
出
会
い
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す
︒

梅
王
丸
の
主
⼈
で
あ
る

菅
丞
相
︵
菅
原
道
真
の
こ
と
︶

は
無
実
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で
遠
く
へ

追
い
や
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
︒

桜
丸
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同
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よ
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主
⼈
を
失
い

ふ
た
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仕
事
が
な
く
な
_
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

⾟
い
⽴
場
に
あ
る
主
⼈
の
こ
と
を
思
う
と

ふ
た
り
は
涙
が
あ
ふ
れ
ま
す
︒

そ
こ
へ
藤
原
時
平
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乗
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た
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通
り
ま
す
︒

時
平
は
梅
王
丸
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桜
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⼈
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し
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︒
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が
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ま
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︒
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︑
⽜
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⼒
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︑

体
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︒
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兄
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⽉
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⽇
に

再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま
す
︒

義
太
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節
を
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よ
う
！
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